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▲安全な水を届けるために毎日働く浄水場

▲正しいタイミングと正しい方法による手洗いを

野北  知見

松下  嘉城

問　

現
在
空
き
家
で
は
水
道

を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、

基
本
料
金
が
徴
収
さ
れ
て
い

る
。
空
き
家
の
水
道
中
止
料

金
の
徴
収
は
、
近
隣
市
町
だ

け
で
な
く
、
全
国
で
も
あ
ま

り
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
廃

止
す
る
考
え
は
。

答　

水
道
中
止
料
金
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
状
況
を
踏
ま

え
料
金
改
定
時
に
廃
止
を
予

定
し
て
い
る
。

問　

平
成
27
年
３
月
に
「
播

磨
町
水
道
料
金
に
お
け
る

「
中
止
料
金
」
の
廃
止
を
求

め
る
請
願
書
」
が
議
会
で
採

択
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
５

年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

問　

夏
季
休
校
期
間
を
連
続

９
日
間
に
短
縮
し
授
業
を
行

う
中
、
感
染
予
防
と
暑
さ
対

策
と
の
両
立
を
模
索
し
な
が

ら
、
児
童
生
徒
の
体
調
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」

に
基
づ
き
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

問　

夏
季
の
学
校
給
食
提
供

時
の
課
題
は
。

答　

高
温
多
湿
の
環
境
下
で
、

調
理
員
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
や
食
中
毒
の
発
生
な
ど
の

リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

実
技
を
伴
う
体
育
の
授

水
道
料
金
改
定
時
に
廃
止
す

る
と
の
回
答
だ
が
、
さ
ら
に

数
年
先
に
な
る
。
中
止
料
金

廃
止
だ
け
で
も
前
倒
し
で
実

施
す
る
考
え
は
。

答　

中
止
料
金
だ
け
を
先
行

し
て
廃
止
す
る
と
、
中
止
中

の
水
栓
保
守
管
理
に
要
す
る

費
用
が
賄
わ
れ
な
い
状
況
と

な
る
た
め
、
先
行
し
て
廃
止

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

本
年
３
月
の
予
算
特
別

委
員
会
で
水
道
料
金
改
定
に

つ
い
て
、令
和
２
年
に
検
討
、

令
和
３
年
度
に
提
案
予
定
と

説
明
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
後
も
、
経
済
の

回
復
に
は
長
く
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。料
金
改
定
は
、

社
会
情
勢
や
住
民
の
暮
ら
し

を
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

大
幅
に
改
定
時
期
を
先

送
り
す
る
と
、
改
定
率
も
大

き
く
な
る
。
そ
の
た
め
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
改

定
を
行
う
こ
と
で
、
急
激
な

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

一

般

質

問

日本共産党

無所属

空き家の水道中止料金は

児童生徒の体調管理は

料金改定時に廃止を予定

新しい生活様式で対策

喜多理事

教育長

▲塵芥処理センター

▲欧米では当たり前の少人数学級を日本でも

香田  永明

松岡  光子

問　

広
報
７
月
号
の
町
政
レ

ポ
ー
ト
で
、
町
長
が
「
誤
っ

た
建
設
費
が
流
布
さ
れ
て
い

る
」
と
報
告
し
て
い
る
が
誰

が
ど
の
よ
う
な
金
額
を
流
布

し
て
い
る
の
か
。

答　

香
田
議
員
の
ビ
ラ
に
13

億
円
の
建
設
費
と
あ
る
。　

問　

広
報
は
全
戸
配
布
で
、

一
般
質
問
は
ネ
ッ
ト
中
継
が

あ
り
、
特
定
の
名
前
・
不
確

か
な
情
報
を
公
表
す
る
の
は
、

名
誉
棄
損
に
あ
た
る
。

答　

広
報
で
は
特
定
の
名
前

を
掲
載
し
て
い
な
い
。

問　

13
億
円
は
当
局
が
議
会

に
示
し
た
金
額
で
は
な
い
か
。

答　

議
会
に
示
し
た
13
億
円

一

般

質

問

無所属

日本共産党

法律違反はしていないか

コロナ禍では少人数学級を

違反はしていない

国の示す定数に従う

町　長

教育長

ここを　  うここを　  う問問町政

は
予
算
の
上
限
で
あ
る
。

問　

明
姫
幹
線
で
重
大
な
交

通
渋
滞
が
、
過
去
10
年
間
に

起
き
た
の
か
。

答　

関
係
機
関
に
問
い
合
わ

せ
た
が
、
公
表
さ
れ
て
い
る

統
計
的
な
数
値
は
な
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

問　

統
計
も
と
ら
ず
空
想
で

渋
滞
が
起
き
る
と
発
言
す
る

の
は
、
住
民
の
不
安
を
あ
お

る
の
で
は
。

答　

明
姫
幹
線
を
含
め
、
町

内
で
は
渋
滞
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
。

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
中
継
施
設
建
設
以
外
の

代
案
を
示
し
た
の
か
。

答　

代
案
は
示
し
て
い
な
い
。

問　

建
設
に
関
わ
る
交
付
金

で
は
な
い
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
は
出
る
か
。

答　

建
設
に
関
わ
る
補
助
金

は
な
い
。

問　

法
律
で
策
定
義
務
の
あ

る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
を
策
定
し
、
住
民
に
広
く

公
表
す
る
べ
き
で
は
。

答　

加
古
郡
衛
生
事
務
組
合

で
の
計
画
は
あ
る
が
、
広
く

公
表
は
し
て
い
な
い
。
県
の

承
認
は
得
て
い
る
。

に
は
、
各
校
で
、
あ
と
何
教

室
必
要
に
な
る
の
か
。

答　

小
学
校
の
教
室
は
充
足

し
て
い
る
。
中
学
校
は
専
門

教
室
を
普
通
教
室
に
転
用
す

る
と
教
室
は
足
り
る
。

問　

25
人
学
級
の
場
合
は
。

答　

蓮
池
小
学
校
が
５
教
室
、

播
磨
西
小
学
校
が
２
教
室
、

播
磨
南
小
学
校
が
４
教
室
、

播
磨
中
学
校
が
１
教
室
不
足

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
分
散
登
校

を
経
験
し
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
や
安
全
を
保
障
す
る
た

め
の
少
人
数
学
級
化
を
求
め

る
声
が
、
全
国
知
事
会
、
全

国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、

校
長
会
か
ら
広
が
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
の
考
え
は
。

答　

丁
寧
な
学
習
指
導
と
い

う
観
点
か
ら
は
少
人
数
学
級

は
望
ま
し
い
が
、
い
い
と
こ

ろ
ば
か
り
で
は
な
い
と
考
え

る
。
播
磨
町
で
は
、
国
の
示

す
定
数
や
県
の
事
業
に
従
っ

て
、
き
め
細
や
か
な
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
は
短
期
被
保

険
者
証
の
送
付
を

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
「
３
密
」
を
避
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
室

の
広
さ
は
平
均
64
平
方
メ
ー

ト
ル
だ
が
、
身
体
的
距
離
は

取
れ
て
い
る
の
か
。

答　

文
部
科
学
省
の
学
校
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
基
準
は
満

た
し
て
い
る
。
左
右
が
１
２

０
セ
ン
チ
、
前
後
は
１
０
０

セ
ン
チ
以
上
の
間
隔
を
確
保

で
き
る
。

問　

１
年
か
ら
４
年
生
は
35

人
学
級
、
５
年
生
以
上
は
40

人
学
級
で
あ
る
。
全
て
の
学

年
で
35
人
学
級
を
実
現
す
る

業
で
、
留
意
す
べ
き
点
は
。

答　

感
染
症
拡
大
防
止
だ
け

で
な
く
、
熱
中
症
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
も
安
全
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
は

職
場
環
境
の

整
備
に
努
め
る

町
長

問　

男
性
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
す
る
こ
と
は
、
子
育

て
に
能
動
的
に
関
わ
る
契
機

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
組
織

に
と
っ
て
も
子
育
て
に
理
解

あ
る
職
場
風
土
を
形
成
す
る

観
点
か
ら
重
要
と
考
え
る
が
、

過
去
５
年
間
の
取
得
状
況
は
。

答　
「
播
磨
町
特
定
事
業
主

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
育

児
休
業
な
ど
を
取
得
し
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め

て
き
た
が
、
５
年
間
で
の
取

得
者
は
い
な
い
。

問　

男
性
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
く
な
る
取
り

組
み
は
。　

答　

育
児
休
業
を
取
得
す
る

こ
と
へ
の
不
安
や
抵
抗
感
を

軽
減
す
る
こ
と
が
大
切
だ
が
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。


